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vol.54

題字＝興膳慶三

改めて先生の足跡（注１）を調べて
みると、ビル衛生管理法成立前、同
法の管理基準の基礎となった厚生科
学研究「ビルディングの環境衛生基
準に関する研究」（1965年）や、日本
で最初に建築物の総合評価手法を確
立し応用システムを開発した厚生科
学研究「建築物内環境の総合評価手
法に関する研究」（1985-87年）を手
がけるなど枚挙にいとまがない。そ
うした先生の著作には、「環境管理」
「環境経営」「建築環境経営」という
言葉が頻繁に出てくる。
その根本にある考え方は、先生の
思想（哲学ともいうべきもの）で、
「建築環境経営」として定義され、
「ビルの建設・経営に参画する人た
ちは、ビル経営が単純な経済行為で
はなく、広い意味での環境経営であ
ることを良く認識し、ビルを利用す
るすべての人に、安全、健康で快適
な、また利便性と経済性の高い環境
を供与することを共通の目標とすべ
きであろう」（注２）と平易な表現で
記述されている。
先生の思想の中では「メンテナン
ス」が極めて重要なファクター（要
素）として位置付けられている。建
築に対する広角的な視点と分析力に
より、建築生産プロセスにおける現
状の問題点を的確に認識されてい

た。同時に、メンテナンスが正当な
評価を得られず、主張や発言などが
蔑
ないがし

ろにされるようなことも散見さ
れる現状を強く憂いておられた。
一方、業界内部の問題に起因する
弱さが社会的な地位の低さの原因と
もなっていることを見抜き、建築生
産プロセスの連環性の弱点であるこ
とを指摘した。維持管理情報が社会
的に活用できる形で整備されていな
いことが決定的であった。情報が
データとして整備されたとき、メン
テナンスの社会的評価は否応なく上
がるであろうし、先生の建築環境経
営の思想は現実化する。
先生は第３回世界ビルメンテナン

ス大会（1982年）において、日本代表

の講師として「今後の問題点と望ま
しい経営戦略」を述べている。ビル
メンテナンス産業の現実に刮

かつ

目
もく

し、
あるべき姿を明らかにしたうえで、
業界自体の体質改善を促し、進むべ
き将来の方向性とその道筋を明確に
示した。この時代に、「社会環境面
で存在意義を有する企業体質の向
上」「人材育成とその評価体制の確
立」「都市メンテンナンス等への進
出を図る経営戦略と対策」と提言し
たその慧眼には驚くばかりである。
「建築環境経営」のなかでビルメ
ンはどのように役割を果たし、何を
生業として強化していくのか。先生
の金言を嚙み締めながら自問を続け
ている。� （文�古橋秀夫・興膳慶三）

維持管理の現場は情報の宝庫
―建築家・都市環境工学研究者、木村宏先生の金言―
建築物の生涯で最も永く莫大な費用を要する「メンテナンス」という行為が、
建築生産プロセスにおいては重要視されてこなかった。その重要性を喝破し、
「建築環境経営」という思想にまで高めた学者がいる。それが、木村宏先生（日
本大学教授＝当時）である。「ビルメン現場は情報の宝庫」という一方で、「し
かし、データが整備されていない……」と嘆いていたのが印象に残る。

木村宏氏
1988年（昭和63年）７月、日
本環境管理学会設立、初代会
長に就任した。ビルメンテナ
ンスも研究対象として全国協
会との協働による学問への胎
動が始まる。先生と連名で論
文を提出することになり、原
案を見ていただくとほぼ全面
真っ赤に修正された。普段は
優しい先生の学者としての厳
しさを知らされた。

ビルメン神戸'87（第２回全国大会）パネルディスカッション
コーディネーターを務める木村先生。この時期、第３回世界
大会（本文参照）、基本構想策定懇談会（84年）、第１回ビル
メンテナンス全国大会（85年）、第8回世界大会（90年：バー
ミンガム）などさまざまな場でご発言いただいた。先生から
は一貫してビルメンのあるべき姿が提起され、それに向けた
経営努力・知的努力が求められた。

（注１）齋藤敬子氏（日本建築衛生管理教育センター）より資料を提供していただいた 
（注２）『ビル環境経営のための設計・施工べからず集・PART１』（オーム社刊・木村宏監修）より引用24 2022.06



弾性床材が生まれ変わる

Bona レジリエントシステム
　樹脂ワックスを塗布して、日々研磨して、定期清掃で塗り足したり、
ときには剝離作業をしたり、フロア管理が負担に感じることはありませ
んか？　なかには、ワックスが堆積し、黒光りするような状態に陥って、
そのサイクルから抜けられないケースもあるのではないでしょうか。
　そんなダメージが蓄積されたレジリエントフロア（弾性床）を、張り
替えたように復元させるのが今回紹介する「Bonaレジリエントシステ
ム」です。
　３月15日に実施された、弊社主催のビルクリーニングWebカレッジ
「Bonaプレゼンツ『ワックス床が生まれ変わる、カラーリノベーション
の世界』」（QR参照）とその翌月14日から計４回実施した対面式のビル
クリーニングカレッジ「弾性床材の再生技術『Bonaレジリエントシス
テム』実践講座」では、多くの受講者から反響の声が寄せられました。

時間、安全性、収益につながらない剝離作業を敬遠したいので、新た
な提案ができそう
施工の新しい可能性を感じた
実践講座で具体的な施工イメージがついた

　そこで今回は、オンラインセミナーと実践講座の内容から一部を抜粋
し、Bonaレジリエントシステムの全容に迫ります。取引先のお客様が
弾性床材の「張り替えを検討している」という場合は、新たな施工サー
ビスである本システムが有効かもしれません。

Before

After



弾性床材が生まれ変わる
Bona レジリエントシステム

「レジリエントフロア」という
と、聞き慣れない言葉のよ

うに感じられるかもしれませんが、
日本語でいうと「弾性床」。ＰＶＣ
（ポリ塩化ビニル）タイルや長尺の
塩ビシート、リノリウム、ラバーフ
ロア（ゴム床）などを指します（資
料１）。このレジリエントフロアを
リノベーション（再生）することを
「Bonaレジリエントシステム」と呼
称しています。
　Bona社は、スウェーデンに本社
を置く、1919年創業の100年以上の
歴史がある非常に古い会社です。も
ともとは、フローリングのリノベー
ションやメンテナンスに特化して製
品やソリューションの開発をしてき
た会社ですが、そのノウハウを活か
しながら、他のものに転用できない

色。これにカラーチップが13種類あ
ります（資料２）。カラーチップの
うち、「プレミアムハイブリッドカ
ラーチップ」は、いろいろな色合い、
大小混ざったチップが特徴的です。
「プレミアムカラーチップ」は、何
色か同じ大きさのチップが混ざった
ものです。さらに、これらのカラー
チップにアクセントカラーを加えた
いと思った場合に追加できる「アク
セントカラーチップ」もあります。
これらのカラーとチップの組み合わ
せで、床材をいろんなデザインにす
ることができます。

６つのメリット
　「Bonaレジリエントシステム」に
は６つのメリットがあります。

かということで始まったのが本シス
テムです。

床材が生まれ変わる！
●２種類のリノベーション手法
　「Bonaレジリエントシステム」で
は、既存の床材のカラーやデザイン
を変えてしまうカラー仕上げを「カ
ラーリノベーション」と総称してい
ます。それと、既存の床材のデザイ
ンはそのまま活かしてクリアー層だ
けを追加する、「クリアーリノベー
ション」の２種類のリノベーション
方法があります。

●床材をデザインできる
　カラーリノベーションにおいて必
要となるベースカラーは標準で７

 資料１　  資料２　

基礎編

定期清掃以上、張り替え未満
弾性床材再生は何がスゴイのか？

清掃では対処しきれないレジリエントフロア（弾性床材）に堆積した汚れ、傷、経年劣化など
を張り替えすることなく、復元させるのが「Bonaレジリエントシステム」。基礎編では、この
施工を行うことでどのようなメリットが得られるのかを中心に解説していきます。（編集部）

株式会社オカベ 代表取締役　岡部 学
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❹お好みのデザインに
　Ｐタイルや長尺シートを長年使っ
ていて、化学床の表面の印刷であっ
たり塗装だったりが、長年の使用に
よって傷がついて色がなくなってし
まうケースがあります。また、摩耗
によってＰタイルの黒い下地の色が
出ていることもあり、いずれも清掃
では対応することができません。
　カラーリノベーションは、そのよ
うな床をまったく新しいデザインの

❶コスト削減
　移動不可能な什器が床材の上に置
かれている場合でも、作業としては
あくまで塗装です。床材を剝がすわ
けではないので、什器を移動する必
要がありません。
　古い床材を剝がしたり、下地処理
をしたりといった手間がなくなりま
すので、床の張り替えと比べて最大
で６割のコスト削減につながると試
算されています。床材の張り替えを
検討している施設には、本システム
が最適です。

❷サステナビリティ
　資料３は、スウェーデンの床材研
究所が行った試算です。Bonaのレ
ジリエントフロアソリューションで
リノベーションした場合、床材の張
り替えと比較して、温室効果ガス
（資料３右）と二酸化炭素（資料３左）
が床材１m2あたりどのくらい削減
できるかを表しています。

　温室効果ガスも、
二酸化炭素の排出量
も、さらに消費電力も
90％削減になるとい
うことで、非常に環境
にやさしい施工法であ
ることが言えます。ま
さにＳＤＧｓに取り組
んでいる企業や環境意
識の高いお客様に最適
なサービスではないか
と考えております。

❸タイムの短縮
　床を張り替える場合は、床材を剝
がしたあとに、下地を一旦きれいに
して、接着剤の残りを取り除いてい
きます。その後、床材を貼っていく
わけですが、非常に長い作業時間が
必要となります。それに比べると半
分以下の時間で施工できるというの
も大きなメリットで、時間の制約が
ある施設に最適です。

 資料３　
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